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尚
、
同
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
で
、

円
面
硯
と
よ
ば
れ
る
硯
の
一
部
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、文
字
を
書
く
こ
と
が
で

き
る
知
識
層
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
、
こ
の
事
実
も
ま
た
、
中
央
政
権
と
関

係
の
深
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
同
時
代
の
周
辺
遺
跡
に
注
目
す

る
と
、正
敷
殿
廃
寺
跡
の
北
東
に
あ
る
寺
之

下
遺
跡
か
ら
、有
力
者
が
住
ん
で
い
た
と
思

わ
れ
る
大
き
な
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

先
の
古
墳
時
代
に
お
い
て
、向
原
町
内
で

は
約
百
基
も
の
古
墳
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、

後
半
に
は
戸
島
大
塚
古
墳
を
代
表
と
す
る
、

主
体
部
に
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
が
多

く
造
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、
中

央
と
関
係
の
深
い
有
力
者
や
渡
来
系
の

人
々
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
編
で
は
、関
係
が
深
い
明
官
寺
廃
寺
跡

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

正
敷
殿
廃
寺
跡

　

向
原
町
長
田
に
所
在
し
、
小
規
模
の
基
壇

と
掘
立
柱
建
物
の
跡
、
瓦
・
須
恵
器
・
土
製

品
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

瓦
は
火
炎
文
と
よ
ば
れ
る
軒
丸
瓦
（
写
真

１
）
が
出
土
し
ま
し
た
。こ
の
文
様
は
山
田
寺

式
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
内
側
の
花
び
ら
の

中
に
細
い
筋
状
の
模
様
を
つ
け
た
も
の
で

す
。こ
れ
は
当
時
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
大

和
の
寺
院
で
も
、
蘇
我
氏
・
渡
来
系
氏
族
が

関
連
す
る
山
田
寺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
３
つ

の
寺
院
で
だ
け
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。広
島

県
内
で
は
明
官
地
廃
寺
跡
（
吉
田
町
）・
横
見

廃
寺
跡（
三
原
市
本
郷
町
）に
続
く
３
例
目
と

な
り
ま
す
。四
重
弧
文
な
ど
の
特
殊
な
文
様

を
も
つ
軒
平
瓦（
写
真
２
）に
つ
い
て
も
大
和

の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
広
島
県
内
の
他
の
寺
院
と
比
較
す

る
と
小
規
模
の
寺
院
で
出
土
す
る
こ
と
、
在

地
の
製
作
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
窯
跡

が
不
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
謎
が
多
い

資
料
で
は
あ
り
ま
す
が
、
文
様
か
ら
当
時
の

中
央
政
権
や
渡
来
系
氏
族
と
の
結
び
つ
き

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
代
寺
院
と
は

６
世
紀
半
ば
に
百
済
を
通
じ
、
伝
来
し

た
仏
教
文
化
の
一
つ
で
す
。
当
時
蘇
我
氏

の
影
響
力
に
よ
り
、
仏
教
の
普
及
が
進
み

ま
し
た
。
や
が
て
６
世
紀
後
半
〜
７
世
紀

に
か
け
て
古
代
寺
院
は
、
そ
の
建
設
技
術

と
と
も
に
、全
国
各
地
に
普
及
し
ま
し
た
。

古
代
寺
院
は
、
そ
れ
ま
で
、
古
墳
築
造
に

よ
っ
て
影
響
を
誇
示
し
て
い
た
の
に
か
わ

り
、
全
国
各
地
の
有
力
者
・
有
力
氏
族
に

と
っ
て
、
新
た
な
影
響
力
を
示
す
象
徴
と

な
り
ま
し
た
。

シリーズ｢博物館コレクション｣第 2回

古代瓦にみる都のかほり ～正敷殿廃寺跡～
しょうじきでんはいじあと

シ
リ
ー
ズ
「
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
今
回

と
次
回
は
、
飛
鳥
〜
奈
良
時
代
に
建
て
ら

れ
た
市
内
に
あ
る
２
つ
の
古
代
寺
院
で
あ
る

正
敷
殿
廃
寺
跡
と
明
官
地
廃
寺
跡
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

そ
が

く
だ
ら

き
だ
ん

しじゅうこもん

す
え
き

か
え
ん
も
ん

の
き
ま
る
が
わ
ら

え
ん
め
ん
け
ん

す
ず
り

て
ら
の

し
た

と
し
ま
お
お
つ
か

よ
こ
あ
な
し
き

や
ま
だ
で
ら

と
ら
い
け
い

み
ょ
う
か
ん
ち
は
い
じ
あ
と

よ
こ
み

は
い
じ
あ
と

し
じ
ゅ
う
こ
も
ん

の
き
ひ
ら
が
わ
ら

や
ま

と
ほ
っ
た
て
ば
し
ら

前
編

し
ょ
う
じ
き
で
ん
は
い
じ

み
ょ
う
か
ん
ち
は
い
じ
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第
７
回
「
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
」
が
、
７

月
29
日
（
土
）
～
7
月
30
日
（
日
）
の
2
日

間
に
わ
た
っ
て
、
神
楽
門
前
湯
治
村
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
約
３
，

８
０
０
人
を
超
え
る
観
衆
が
つ
め
か
け
、
北
は

岩
手
県
か
ら
南
は
宮
崎
県
ま
で
の
高
校
生
が
、

神
楽
の
聖
地
・
神
楽
ド
ー
ム
で
全
国
各
地
に
伝

わ
る
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
は
、
今
年

の
参
加
校
も
17
校
に
増
え
年
々
盛
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
神
楽
の
演
技
力
を
競
う

大
会
で
は
な
く
、
時
代
を
担
う
高
校
生
が
各
地

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
保
存
・
伝
承
し
て
い
く

活
動
で
あ
り
、
ま
た
相
互
に
交
流
す
る
目
的
で

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
全
員
に
「
神
楽

伝
承
奨
励
賞
」
を
、
安
芸
高
田
市
長
賞
と
し
て

授
与
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
４
回
大
会
か
ら
は
、

広
島
県
知
事
賞
と
し
て
授
与
さ
れ
、
大
会
の
意

義
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
楽
の
定
義
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

私
の
独
自
の
考
え
と
し
て
、
人
々
が
豊
作
・
豊

漁
・
無
病
息
災
を
「
神
」
に
祈
願
す
る
行
為
「
神

事
」
と
定
義
付
け
て
お
り
ま
す
。
全
国
各
地
に

氏
神
様
が
存
在
し
、
氏
神
様
を
祭
る
神
社
が
あ

り
、
地
域
の
人
々
が
独
自
の
方
法
で
地
域
住
民

の
安
全
・
平
和
を
祈
願
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
安
芸
高
田
市
の
神
楽
は
、

出
雲
・
石
見
地
方
の
神
楽
を
源
流
に
、
伝
承
の

過
程
で
今
日
の
様
な
テ
ン
ポ
の
速
い
、
華
麗
な

神
楽
に
な
っ
て
き
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
大
会
で
は
、
特
別
出
演
と
し
て
、
富
山
県

立
八
尾
高
等
学
校
の
郷
土
芸
能
部
に
「
越
中
八

尾
お
わ
ら
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
舞
は
俗
に
言
う
「
盆
踊
り
」
で
あ
り
、
豊

作
を
祈
願
す
る
富
山
県
八
尾
地
域
の
伝
統
行
事

で
す
が
、
広
義
の
意
味
で
の
神
楽
（
神
事
）
で

あ
る
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

神
楽
甲
子
園
の
運
営
は
、
参
加
高
校
生
に
よ

る
自
主
運
営
で
す
。
会
場
の
案
内
・
準
備
・
設
営
・

清
掃
は
各
校
が
分
担
し
て
行
い
、
ま
た
、
ポ
ス

タ
ー
の
図
柄
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
高
校
生

が
独
自
で
作
成
し
ま
し
た
。
昨
年
は
地
元
の
吉

田
高
校
、
今
年
は
岩
手
県
葛
巻
高
校
が
立
案
し

ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
神
楽
の
担
い
手

を
確
保
す
る
た
め
、
神
楽
を
授
業
や
ク
ラ
ブ
に

取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大
学
（
日
本

大
学
・
日
本
体
育
大
学
・
龍
谷
大
学
）
と
の
連

携
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
日
本
大
学
芸

術
学
部
の
教
授
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
３
回
大
会
か
ら
出
場
高
校
の
宿
泊
は
、
市

内
各
地
の
家
庭
や
集
会
所
等
で
、
市
民
の
皆
様

の
協
力
に
よ
り
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
、美
土
里
町
北
地
域（
岩
手
県
葛
巻
高
校
・

15
人
）、甲
田
町
小
原
地
域
（
鳥
取
県
日
野
高
校
・

15
人
）、高
宮
町
原
田
地
域
（
静
岡
県
遠
江
高
校
・

７
人
）、
向
原
町
保
垣
地
域
（
宮
崎
県
高
千
穂

高
校
・
9
人
）、
吉
田
町
可
愛
地
域
（
広
島
県

可
部
高
校
・
15
人
）、
美
土
里
町
桑
田
地
域
（
富

山
県
八
尾
高
校
・
29
人
）、高
宮
町
川
根
地
域
（
岩

手
県
伊
保
内
高
校
・
22
人
）
で
宿
泊
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
を
あ
げ
て
民
泊

し
た
高
校
を
応
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
神
楽

甲
子
園
は
、
高
校
生
だ
け
で
な
く
、
本
市
と
他

県
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
交
流
を
推
進

す
る
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

第
７
回
「
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
」

●題字：安芸高田市長　浜田一義
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